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２
０
２
４
年
、
新
た
な
一
年

が
始
ま
り
ま
し
た
。
キ
リ
ス
ト

教
学
校
教
育
同
盟
に
つ
ら
な

る
、
す
べ
て
の
学
校
法
人
、
そ

れ
ぞ
れ
の
児
童
・
生
徒
・
学

生
、
ま
た
教
職
員
の
上
に
、
主

の
豊
か
な
祝
福
と
お
恵
み
が
あ

り
ま
す
よ
う
に
、
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

　
昨
年
の
話
題
の
一
つ
は
、
Ｃ

ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
に
代
表
さ
れ
る

生
成
系
人
工
知
能
の
浸
透
で
し

た
。
生
成
系
人
工
知
能
の
利
用

を
め
ぐ
っ
て
は
、
技
術
的
な
側

面
だ
け
で
な
く
、
倫
理
的
な
観

点
や
著
作
権
の
尊
重
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
保
護
な
ど
、
多
岐
に
わ

た
る
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
Ａ
Ｉ

技
術
は
今
後
ま
す
ま
す
社
会
的

影
響
を
強
め
て
い
き
ま
す
の

で
、
使
用
を
た
だ
単
に
制
限
す

る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
い

か
に
上
手
く
活
用
で
き
る
か
、

そ
れ
に
対
す
る
リ
テ
ラ
シ
ー
に

つ
い
て
も
し
っ
か
り
と
教
え
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

の
だ
と
考
え
ま
す
。

　
一
方
で
、
デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ

ィ
ブ
と
言
わ
れ
る
今
時
の
子
ど

も
た
ち
が
、
ま
す
ま
す
安
直
な

ネ
ッ
ト
サ
ー
フ
ィ
ン
を
し
な
が

ら
真
偽
不
明
な
情
報
を
あ
た
か

も
真
実
と
し
て
認
識
し
て
し
ま

う
こ
と
に
懸
念
を
覚
え
ま
す
。

逆
に
言
え
ば
、
ネ
ッ
ト
で
瞬
間

的
に
得
ら
れ
な
い
も
の
は
、
彼

ら
彼
女
ら
に
と
っ
て
も
は
や

「
情
報
」
で
さ
え
も
あ
り
ま
せ

ん
。
受
信
す
る
情
報
量
も
１
４

０
字
以
内
の
も
の
し
か
読
ま
な

い
（
読
め
な
い
）
と
公
言
す
る

学
生
も
、
冗
談
で
は
な
く
存
在

し
ま
す
。

　
歌
人
の
俵
万
智
さ
ん
は
「
体

験
的
読
書
論
」
の
中
で
、
子
ど

も
は
、
言
葉
を
覚
え
る
の
で
は

な
く
「
食
べ
る
」
の
だ
、
と
論

じ
て
い
ま
す
。
自
分
に
喜
び
を

も
た
ら
し
て
く
れ
る
「
お
い
し

い
言
葉
」
を
、
子
ど
も
た
ち
は

「
食
べ
」「
味
わ
う
」
の
だ

と
。
確
か
に
、
イ
エ
ス
・
キ
リ

ス
ト
も
申
命
記
を
引
用
し
な
が

ら
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。「『
人
は

パ
ン
だ
け
で
生
き
る
も
の
で
は

な
い
。
神
の
口
か
ら
出
る
一
つ

一
つ
の
言
葉
で
生
き
る
』
と
書

い
て
あ
る
」
と
。
預
言
者
エ
レ

ミ
ヤ
が
、
迫
害
に
遭
い
な
が
ら

も
神
か
ら
預
か
っ
た
言
葉
を
民

衆
に
語
り
続
け
た
の
は
、
神
の

言
葉
を
読
ん
だ
か
ら
で
は
な
く

「
神
の
言
葉
を
む
さ
ぼ
り
食
べ

た
」
か
ら
で
あ
り
ま
し
た
。
旧

約
聖
書
学
者
の
左
近
淑
先
生
も

こ
う
書
い
て
お
ら
れ
ま
す
。

「
聖
書
に
生
き
る
人
は
み
な
、

聖
書
を
読
み
捨
て
た
の
で
は
な

く
、
食
べ
噛
み
砕
い
て
生
き

た
。
聖
書
は
読
む
も
の
で
は
な

い
。
食
べ
る
も
の
で
あ
る
」。

　
２
０
０
９
年
に
、
立
教
大
学

を
訪
問
し
て
く
だ
さ
っ
た
ロ
ー

ワ
ン･

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
・
カ
ン

タ
ベ
リ
ー
大
主
教
は
、
こ
の
よ

う
に
語
ら
れ
ま
し
た
。「
大
学

と
は
真
理
を
じ
っ
く
り
と
〈
味

わ
う
場
〉
で
す
。
預
言
者
エ
ゼ

キ
エ
ル
が
「
こ
の
巻
物
を
食
べ

よ
」
と
告
げ
た
よ
う
に
、
学
生

た
ち
に
言
葉
を
食
べ
さ
せ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
言
葉
が
意

味
を
受
肉
す
る
瞬
間
の
知
的
興

奮
に
学
生
を
引
き
ず
り
こ
む
こ

と
が
で
き
た
時
に
、
そ
れ
は
見

事
な
キ
リ
ス
ト
教
教
育
で
あ
る

と
断
言
で
き
る
の
で
す
」。

　
人
々
の
尊
厳
と
命
が
奪
わ

れ
、
あ
ら
ゆ
る
権
威
が
揺
ら
ぐ

こ
の
時
代
に
あ
っ
て
、
あ
ら
た

め
て
、
こ
の
キ
リ
ス
ト
教
教
育

の
原
点
に
立
ち
戻
り
た
い
と
願

い
ま
す
。

〈
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟

理
事
長
〉

加
盟
校
動
静

　
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
学
校
連

合
会
と
教
育
同
盟
は
キ
リ
ス

ト
教
学
校
教
育
懇
談
会
を
共

同
運
営
し
て
い
ま
す
。
こ
の

懇
談
会
主
催
の
第
21
回
講
演

会
「
災
害
支
援
と
キ
リ
ス
ト

教
学
校
―
共
に
祈
り
、
共
に

歩
も
う
―
」
が
２
０
２
３
年

11
月
18
日（
土
）に
オ
ン
ラ
イ

ン
開
催
さ
れ
、
各
加
盟
校
か

ら
51
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
松
村
康
平
氏
（
上
智
大

学
）
の
司
会
進
行
で
、
西
原

廉
太
教
育
同
盟
理
事
長
の
開

会
挨
拶
、
齋
藤
哲
郎
カ
リ
タ

ス
学
園
理
事
長
の
開
会
祈
祷

か
ら
会
は
始
ま
り
ま
し
た
。

　
カ
ト
リ
ッ
ク
東
京
大
司
教

／
国
際
カ
リ
タ
ス
総
裁
の
菊

地
功
氏
に
よ
る
基
調
講
演
は

「
な
ぜ
キ
リ
ス
ト
者
は
人
を

助
け
る
の
か
」
が
テ
ー
マ
。

菊
地
氏
は
、「
共
に
歩
む
」

と
い
う
意
味
の
ギ
リ
シ
ャ
語

「
シ
ノ
ド
ス
」
の
説
明
に
始

ま
り
、
西
ア
フ
リ
カ
・
ガ
ー

ナ
で
司
祭
と
し
て
働
い
た
ご

自
身
の
体
験
か
ら
、
厳
し
い

生
活
・
経
済
・
教
育
環
境
の

中
で
も
「
自
分
が
見
捨
て
ら

れ
る
こ
と
は
な
い
、
誰
か
が

必
ず
助
け
て
く
れ
る
」
と
い

う
「
ガ
ー
ナ
・
マ
ジ
ッ
ク
」

を
確
信
す
る
こ
と
で
希
望
を

持
っ
て
生
き
る
人
々
の
姿
を

紹
介
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
コ
ン
ゴ
で
の
ル
ワ

ン
ダ
大
虐
殺
避
難
者
の
支

援
、
イ
ン
ド
の
津
波
被
災
地

で
の
経
験
か
ら
、
弱
く
さ
れ

た
人
々
を
忘
れ
な
い
こ
と
の

重
要
性
を
、
ま
た
、
被
災
地

を
訪
れ
た
際
の
ロ
ー
マ
教
皇

に
よ
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し

た
世
界
で
私
た
ち
は
無
関
心

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
落
ち
込

ん
で
し
ま
っ
た
」
と
い
う
言

葉
を
伝
え
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
「
命
を
生
き
る
希

望
は
、
調
和
・
多
様
性
・
連

帯
の
中
か
ら
し
か
生
ま
れ
て

こ
な
い
。
特
に
連
帯
が
必
要

だ
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
心

に
刻
み
た
い
」「
災
害
の
前

に
も
後
に
も
（
人
の
集
い
と

し
て
の
）
教
会
が
常
に
あ

り
、
普
通
の
時
に
も
災
害
の

時
に
も
そ
の
後
の
復
興
の
時

に
も
、
人
々
と
共
に
生
き
て

共
に
歩
み
、
希
望
を
生
み
出

し
て
い
く
も
の
が
、
キ
リ
ス

ト
教
の
愛
（
カ
リ
タ
ス
）
な

の
で
す
」
と
強
調
さ
れ
ま
し

た
。

　
続
い
て
、
恵
泉
女
学
園

（
松
井
信
行
副
校
長
）
の
事

例
報
告
Ⅰ
「『
東
京
祈
り
の

輪
』
と
恵
泉
女
学
園
中
学
・

高
等
学
校
の
被
災
地
支
援
活

動
」
を
テ
ー
マ
に
、
園
芸
の

授
業
が
あ
る
同
校
が
、
２
０

１
１
年
に
花
の
苗
な
ど
を
送

る
こ
と
や
募
金
活
動
か
ら
始

め
た
支
援
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
数
年
前
に
は
、
生
徒
た

ち
か
ら
「『
被
災
地
』
と
い

う
言
葉
や
『
訪
問
・
支
援
』

と
い
う
の
は
一
方
的
な
見
方

で
は
な
い
か
、『
共
に
生
き

る
』
視
点
が
欠
け
て
い
な
い

か
」
と
い
う
疑
問
の
声
が
上

が
り
、
現
在
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
は
「
応
援
」
と
い
う
言

葉
を
用
い
て
い
る
こ
と
、
さ

ら
に
、
今
も
現
地
に
通
っ
た

り
、
移
住
し
た
卒
業
生
た
ち

も
出
て
い
る
と
い
う
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　
「
東
京
祈
り
の
輪
」
に
つ

い
て
は
、「
キ
リ
ス
ト
教
学

校
だ
か
ら
こ
そ『
共
に
祈
る
』

こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
こ

と
か
ら
生
ま
れ
た
、
東
京
地

区
の
同
盟
加
盟
校
有
志
に
よ

る
集
い
で
あ
り
、
現
地
報
告

等
の
後
に
必
ず
「
祈
り
」
の

時
間
が
あ
る
こ
と
、
祈
り
の

輪
の
た
め
に
作
ら
れ
た
式
文

を
用
い
て
、
学
校
の
教
派
を

問
わ
ず
生
徒
た
ち
自
身
が
会

の
司
会
や
役
割
を
果
た
し
て

共
に
祈
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
事
例
報
告
Ⅱ
は
カ
リ
タ
ス

女
子
中
学
高
等
学
校
（
森
匡

史
教
諭
）
の
「
出
会
い
、
交

わ
り
、
共
に
歩
む
」。
有
志

生
徒
に
よ
る
奉
仕
活
動
グ
ル

ー
プ
・P

プ

テ

ィ

etit p

パ

as d

ドe 
C

カ

リ

タ

ス

aritas

（
カ
リ
タ
ス
の
小

さ
な
一
歩
）
が
震
災
後
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
「
福
島
や
さ
い
畑
」
と

繋
が
り
を
得
て
、
風
評
被
害

で
苦
し
む
福
島
の
農
家
を
訪

ね
、
同
地
の
野
菜
を
使
っ
た

商
品
開
発
や
販
売
も
行
う
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
、

同
校
の
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
派
遣
で
は
、
漁
業
や
観
光

資
源
に
関
わ
る
手
伝
い
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作
り
・
お
祭
り

の
手
伝
い
な
ど
を
重
ね
、
学

校
も
「
被
災
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
支
援
」
の
制
度
を
作
り
、

バ
ザ
ー
収
益
や
保
護
者
・
教

職
員
の
募
金
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
す
る
生
徒
を
金
銭

的
に
も
支
え
て
い
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
事
例
報
告
後
は
４
～
６
名

ず
つ
に
分
か
れ
て
の
グ
ル
ー

プ
討
議
、
そ
の
後
の
全
体
会

で
各
グ
ル
ー
プ
の
意
見
を
参

加
者
で
共
有
し
ま
し
た
。

　
カ
ト
リ
ッ
ク
学
校
連
合
会

理
事
長
の
ミ
カ
エ
ル
・
カ
ル

マ
ノ
神
父
の
閉
会
挨
拶
、
山

本
与
志
春
青
山
学
院
院
長
に

よ
る
閉
会
祈
祷
で
会
は
終
了

し
ま
し
た
。 

（
事
務
局
報
）

長
崎
学
院

　
粟
屋
曠
氏
が
12
月
３
日
付

け
で
理
事
長
を
退
任
、
12
月

４
日
付
け
で
石
川
昭
仁
氏
が

後
任
に
就
任
。

キリスト教学校教育懇談会 第21回講演会
災害支援とキリスト教学校
―共に祈り、共に歩もう―

聖書のことば

高濱梨紗

破れからの
出発

＜行事予定＞
1／12～13　第66回小学校代表者研修会
� （青山学院横浜英和小学校）
６／７～８　第112回定時総会
� （関東学院大学関内キャンパス）
11／1～２　第66回学校代表者協議会
� （啓明学院）

学
内
教
職
員
研
修
会
講
師
派
遣
制
度

２
０
２
４
年
度
派
遣
申
込
受
付

〇
研
修
会
の
講
師
費
・
講
師
交
通
費
等
を
同
盟
が
負
担
。

〇
派
遣
講
師
の
指
名
や
希
望
は
お
受
け
し
て
い
ま
せ
ん
。

〇�

教
育
同
盟
Ｈ
Ｐ
お
知
ら
せ
欄
よ
り
入
り
、
要
項
と�

申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〇
申
込
み
締
切
：
１
月
31
日
（
水
）

〇
選
考
：
講
師
派
遣
委
員
会
で
２
月
中
旬
に
決
定

締
切
間
近
で
す

　「あなたがたに命じておいたことをす
べて守るように教えなさい。わたしは世
の終わりまで、いつもあなたがたと共に
いる。」�（マタイによる福音書28章20節）

　弟子たちはガリラヤの山に登り、復活
の主イエスを礼拝しました。その後には
「しかし、疑う者もいた。」とあります
が、原文の聖書では「みんな疑ってい
た。」という言葉が使われています。弟
子たちは目で見て、実際に声を聞いて、
手を伸ばせば触れられる所に主イエスが
いるにも関わらず疑っていたのです。
　マタイ福音書のもう一つのポイント
が、「復活の主イエスに会える場所はい
つもガリラヤである」ということです。
ガリラヤには貧しい人たちが大勢住んで
いました。ガリラヤは人間の悲しみの象
徴です。「弱さ」の象徴でもあり、自分
の力ではどうすることも出来ない悲しみ
を抱えた人々が住んでいた土地です。そ

して私たちの心に、私たち自身の心のな
かにも、悲しみや弱さの象徴である「ガ
リラヤ」は存在しているのです。
　私たちが一番神様の救いから遠いと感
じる時にこそ、主は共におられるので
す。痛むものと共に生き、悲しむものと
共にあった主イエスが、私たちに先立っ
てガリラヤにおられます。そして弱さの
象徴であるガリラヤから弟子たちを派遣
されます。「わたしは世の終わりまで、
いつもあなたがたと共にいる。」という
約束の宣言によって押し出してくださる
のです。主イエスが共にいてくださいま
す。私たちがどんなに小さくても、力な
く途方に暮れてしまいそうになる時も、
主イエスが導き、知恵を与え、道を備え
てくださるのです。ここに集う私たち
も、主の十字架と復活の出来事から、私
と主イエスの物語をまた一歩はじめてい
きましょう。
� 〈北星学園余市高等学校　宗教主任〉

菊
地
功
氏

松
井
信
行
氏

森
匡
史
氏

西原廉太

〈真理を味わう場〉
としての

キリスト教学校

漁港での「めかぶ」
そぎ作業（報告Ⅰ）

福島のりんごを使っ
たパン作り（報告Ⅱ）
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歩
み
が
よ
り
豊
か
に
み
え
て

き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
「
ア

ー
カ
イ
ブ
ズ
の
再
構
築
作

業
」
が
、
自
由
学
園
１
０
０

年
史
編
纂
の
準
備
作
業
に
も

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

１
０
０
年
史
編
纂
事
業
と

「
学
校
改
革
」

　
２
０
１
０
年
、
１
０
０
年

史
準
備
委
員
会
が
発
足
し
ま

し
た
。「
自
己
検
証
と
社
会

発
信
」
を
掲
げ
、
ひ
と
つ
の

ス
ト
ー
リ
ー
に
集
約
さ
せ
る

だ
け
で
な
く
長
期
的
な
検
証

に
堪
え
る
資
料
公
開
を
意
識

し
て
、
卒
業
生
や
元
教
員
を

含
む
学
内
メ
ン
バ
ー
で
資
料

整
理
や
調
査
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
自
由
学
園
で

は
次
の
１
０
０
年
に
向
け
て

根
本
的
に
学
校
の
あ
り
方
を

問
い
直
す
「
学
校
改
革
」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
発
足

（
２
０
１
８
年
）、「
自
己
検

証
」
の
必
要
性
か
ら
ア
ー
カ

イ
ブ
ズ
資
料
へ
の
関
心
も
高

ま
り
ま
し
た
。
１
０
０
年
史

編
纂
事
業
の
後
半
は
学
校
改

革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
並
行
し

て
推
進
さ
れ
た
面
が
あ
り
ま

し
た
。

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を

使
い
続
け
、
考
え

続
け
る

　
２
０
２
１
年
、
書

籍
『
自
由
学
園
一
〇

〇
年
史
』
と
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
「
自

由
学
園
１
０
０
年

＋
」
を
公
開
し
ま
し

た
。
こ
れ
を
単
に
受

容
す
る
の
で
な
く
、

次
代
を
担
う
自
由
学

園
の
構
成
員
が
自
ら

を
問
い
直
す
た
め
の

材
料
に
し
て
い
け
る

か
が
、
次
の
課
題
と

で
き
た
こ
と
は
幸
い
で
し

た
。

　
自
由
学
園
の
校
名
の
「
自

由
」
は
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音

書
８
章
の
「
真
理
は
あ
な
た

た
ち
を
自
由
に
す
る
」
に
由

来
し
ま
す
が
、
創
立
時
こ
の

校
名
の
意
味
を
正
し
く
理
解

し
励
ま
し
た
の
は
創
立
者
夫

妻
の
信
仰
の
師
で
あ
る
植
村

正
久
で
し
た
。
植
村
は
自
由

学
園
創
立
後
も
礼
拝
司
式

等
、
支
援
を
惜
し
み
ま
せ
ん

で
し
た
。
文
科
省
の
指
導
に

よ
ら
な
い
各
種
学
校
と
し
て

出
発
し
た
自
由
学
園
で
す

が
、
戦
争
が
始
ま
る
と
こ
の

校
名
ゆ
え
に
軍
部
等
か
ら
様

々
な
圧
迫
を
受
け
ま

し
た
。
そ
の
対
応
に

苦
慮
し
つ
つ
も
校
名

変
更
せ
ず
に
敗
戦
を

迎
え
、
日
本
中
の
価

値
観
が
１
８
０
度
転

換
す
る
中
で
、
自
由

を
掲
げ
る
教
育
の
矜

全
学
的
な
学
校
改
革
の
展

開
」
を
中
心
に
、
生
徒
の
言

葉
も
交
え
つ
つ
紹
介
し
ま
し

た
。本
稿
は
そ
の
概
要
で
す
。

　
自
由
学
園
は
２
０
２
１

年
、
創
立
１
０

０
周
年
の
節
目

を
迎
え
ま
し

た
。
こ
れ
を
機

に
２
０
１
８

年
、
学
校
改
革

推
進
室
を
設

置
。
創
立
の
原

点
を
確
認
し
つ

つ
、
教
育
実
践

の
意
義
を
問
い

直
し
、
現
在
、

学
校
改
革
を
推
進
し
て
い
ま

す
（「
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教

育
」
７
６
８
号
掲
載
）。
来

年
２
０
２
４
年
に
は
こ
れ
ま

で
別
学
で
あ
っ
た
女
子
部
・

男
子
部
（
中
高
）
の
共
学
化

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
改
革
に
先
立
ち
２
０

０
２
年
か
ら
年
史
編
纂
に
取

り
組
み
、
２
０
２
１
年
に

『
自
由
学
園
一
〇
〇
年
史
』

を
刊
行
。
年
史
編
纂
作
業
と

学
校
改
革
を
同
時
期
に
行
っ

た
こ
と
で
、
建
学
の
精
神
の

確
認
を
し
つ
つ
、
新
た
な
時

代
の
学
校
づ
く
り
に
向
か
っ

て
の
歩
み
を
進
め
る
こ
と
が

公
　
募

　
講
演
で
は
自
由
学
園
の
教

育
に
つ
い
て
、「
Ⅰ
自
由
学

園
の
創
立
理
念
と
そ
の
歴
史

展
開
、
Ⅱ
中
高
の
共
生
共
学

化
に
向
け
た
取
り
組
み
、
Ⅲ

持
を
保
っ
て
戦
後
の
歩
み
に

踏
み
出
せ
た
こ
と
は
、
現
在

の
私
た
ち
に
大
き
な
励
ま
し

を
与
え
て
い
ま
す
。

　
建
学
の
精
神
「
思
想
し
つ

つ
、
生
活
し
つ
つ
、
祈
り
つ

つ
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
精
神

・
身
体
・
霊
性
」
に
対
応

し
、
知
識
の
み
、
技
術
の
み

に
特
化
す
る
教
育
で
は
な

く
、
人
間
全
体
の
発
達
を
目

指
す
教
育
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
地
球
規

模
の
環
境
問
題
、
ジ
ェ
ン
ダ

ー
平
等
や
性
の
多
様
性
の
問

題
、
急
速
に
進
歩
す
る
Ａ
Ｉ

へ
の
対
応
な
ど
、
変
化
す
る

社
会
課
題
へ
の
取
り
組
み
と

し
て
、「
国
際
化
セ
ン
タ

ー
」「
環
境
文
化
創
造
セ
ン

タ
ー
」「
い
の
ち
と
性
の
学

び
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て

一
貫
教
育
を
通
じ
た
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
中
高
で
は
各
人
が
自
ら
問

い
を
立
て
課
題
に
取
り
組
む

「
探
求
」、
平
和
・
人
権
・
環

境
な
ど
の
社
会
課
題
に
教
科

横
断
的
に
取
り
組
む
「
共
生

学
」、「
キ
リ
ス
ト
を
知
る
・

自
由
学
園
を
知
る
」
と
い
う

目
標
の
も
と
、
キ
リ
ス
ト
教

と
自
校
史
を
学
ぶ
授
業
「
Ｔ

Ｌ
Ｐ
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

　
社
会
が
複
雑
化
し
知
識
や

技
能
が
高
度
化
す
る
時
代
、

聖
書
に
基
づ
き
生
き
る
価
値

基
盤
を
い
か
に
確
か
な
も
の

に
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と

は
キ
リ
ス
ト
教
学
校
の
使
命

で
あ
り
ま
す
。
日
々
の
生
活

の
中
で
生
ま
れ
る
「
い
か
に

生
き
る
か
」
と
い
う
根
源
的

な
問
い
に
対
し
て
、
礼
拝
・

聖
書
の
学
び
を
土
台
に
、
授

業
・
講
義
、
共
同
生
活
、
学

外
活
動
な
ど
、
す
べ
て
の
学

び
を
通
じ
、
生
き
る
指
針
の

土
台
が
築
か
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の

小
さ
な
実
践
を
通
じ
て
、
こ

れ
か
ら
の
世
界
を
よ
り
よ
く

変
え
て
い
く
人
が
育
っ
て
い

く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
キ
リ
ス
ト
教
学
校
の
ア
ー

カ
イ
ブ
ズ
と
そ
の
学
校
の

「
建
学
の
精
神
」
と
は
ど
の

よ
う
な
関
係
に
あ
る
で
し
ょ

う
か
。
今
日
は
、
現
代
に
生

き
る
私
た
ち
が
、
建
学
の
精

神
と
そ
の
展
開
を
「
再
考
」

し
「
再
出
発
」
す
る
た
め
の

原
材
料
と
し
て
ア
ー
カ
イ
ブ

ズ
を
使
い
続
け
、
考
え
続
け

る
こ
と
に
つ
い
て
お
話
し
し

ま
す
。

自
由
学
園

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
再
構
築

　
子
ど
も
自
身
が
「
自
分
の

生
（
い
の
ち
）
を
経
営
す

る
」、「
生
活
」
を
教
育
の
中

心
に
据
え
て
き
た
自
由
学
園

で
は
、
創
立
以
来
、
生
徒
の

自
治
活
動
の
記
録
が
豊
富
に

作
成
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
２

０
０
２
年
、
そ
れ
ら
を
母
体

と
し
つ
つ
、
よ
り
総
合
的
な

組
織
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を
目
指

し
て
自
由
学
園
資
料
室
が
発

足
。
新
た
な
資
料
と
の
出
会

い
や
資
料
の
読
み
直
し
の
な

か
で
、
従
来
、
様
々
な
事
情

で
忘
れ
ら
れ
、
見
失
わ
れ
て

き
た
人
物
、
活
動
、
考
え
方

な
ど
多
く
の
「
発
見
」
が
あ

り
ま
し
た
。
創
立
者
を
含
め

当
時
の
人
々
が
何
を
考
え
、

悩
み
行
動
し
た
の
か
を
、
こ

れ
ら
「
選
択
さ
れ
な
か
っ
た

も
の
」
も
含
め
て
考
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
自
由
学
園
の

な
り
ま
す
。
生
徒
学
生
、
教

職
員
や
保
護
者
が
自
由
学
園

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
そ
の
も
の
を

自
分
の
目
で
確
か
め
、
も
う

一
度
自
分
で
考
え
、
活
力
を

得
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
今

年
度
か
ら
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を

用
い
た
授
業
や
各
種
研
修
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
は
人
間

の
、
組
織
の
歩
み
の
生
々
し

い
記
録
で
あ
り
、
人
々
の
理

想
、
現
実
と
の
格
闘
、
失
敗

と
挫
折
の
記
録
を
そ
の
中
に

含
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
ア

ー
カ
イ
ブ
ズ
を
、
思
考
の
た

め
の
原
材
料
と
し
て
誠
実
に

敬
意
を
も
っ
て
読
み
直
す
と

き
、
私
た
ち
は
人
間
の
弱
さ

と
強
さ
を
学
び
直
し
、
自
分

自
身
が
今
、
こ
こ
で
キ
リ
ス

ト
を
頭
と
す
る
教
育
の
わ
ざ

に
関
わ
る
意
味
、
そ
し
て
共

に
働
く
仲
間
を
持
つ
意
味
を

確
か
め
る
こ
と
に
な
る
で
し

ょ
う
。
大
人
も
子
ど
も
も
、

一
人
ひ
と
り
の
そ
う
し
た
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立

が
、
自
ら
の
属
す
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
継
承
・
発
展
さ
せ

て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
こ

と
に
、
私
た
ち
は
希
望
を
も

っ
て
い
ま
す
。

※
特
記
の
な
い
採
用
予
定
日

は
４
月
１
日
で
す
。

▽
宮
城
学
院
女
子
大
学

▼
教
育
学
部
教
育
学
科

職
種
＝
社
会
福
祉　
准
教
授

又
は
助
教
１
名

応
募
締
切
＝
１
月
18
日

▼
学
芸
学
部
心
理
行
動
科
学

科職
種
＝
ス
ポ
ー
ツ
心
理
学

　
准
教
授
又
は
助
教
１
名

応
募
締
切
＝
１
月
18
日

問
合
せ
＝
☎022-279-4698

▽
活
水
女
子
大
学

▼
看
護
学
部
看
護
学
科

職
種
＝
①
基
礎
看
護
学
②
母

性
看
護
学
③
成
人
看
護
学　

①
②
准
教
授
、
講
師
又
は

助
教
③
講
師
以
上　
①
２

名
②
③
各
１
名

応
募
締
切
＝
１
月
31
日

問
合
せ
＝
☎0957-27-3005

▽
青
山
学
院
中
等
部

職
種
＝
①
音
楽
科
②
英
語
科　

非
常
勤
講
師
（
英
語
科
は

１
学
期
の
み
）
各
１
名

応
募
締
切
＝
①
１
月
19
日
②

１
月
31
日

問
合
せ
＝htakeda@

aoyamagakuin.jp

▽
明
治
学
院
中
学
校
・
東
村

山
高
等
学
校

職
種
＝
英
語
科
、
保
健
体
育

科　
非
常
勤
講
師
各
１
名

応
募
締
切
＝
２
月
15
日
（
１

月
22
日
受
付
開
始
）

問
合
せ
＝
☎042-391-2142

▽
山
梨
英
和
中
学
校
・
高
等

学
校

職
種
＝
英
語
科
、
理
科　
専

任
教
諭
又
は
期
間
採
用
教

諭
各
１
名

応
募
締
切
＝
１
月
16
日

問
合
せ
＝
☎055-252-6187

▽
北
陸
学
院
中
学
校
・
高
等

学
校

職
種
＝
情
報
科　
専
任
教
諭

１
名

応
募
締
切
＝
１
月
31
日

問
合
せ
＝
☎076-280-3858

▽
同
志
社
国
際
中
学
校
・
高

等
学
校

職
種
＝
国
語
科　
非
常
勤
講

師
２
名

応
募
締
切
＝
１
月
31
日

問
合
せ
＝
☎0774-65-8911

▽
啓
明
学
院
中
学
校
・
高
等

学
校

職
種
＝
国
語
科　
非
常
勤
講

師
２
名

応
募
締
切
＝
１
月
19
日

問
合
せ
＝
☎078-741-1501

▽
広
島
女
学
院
中
学
高
等
学

校職
種
＝
国
語
科　
専
任
教
諭

又
は
常
勤
講
師
１
名

応
募
締
切
＝
１
月
20
日

問
合
せ
＝
☎082-228-4131

▽
聖
坂
支
援
学
校

職
種
＝
①
小
中
高
教
諭
②
教

諭
助
手
職
員　
各
若
干
名

応
募
締
切
＝
1
月
22
日

問
合
せ
＝
☎045-622-2974

▽
青
山
学
院
中
等
部

職
種
＝
パ
ー
ト
タ
イ
ム
職
員

（
施
設
担
当
）
１
名

採
用
予
定
日
＝
３
月
１
日

応
募
締
切
＝
１
月
22
日
（
採

用
決
定
次
第
募
集
を
終
了
）

問
合
せ
＝htakeda@

aoyamagakuin.jp

自
由
学
園
創
立

自
由
学
園
創
立
100100
年
の
あ
ゆ
み
と
こ
れ
か
ら

年
の
あ
ゆ
み
と
こ
れ
か
ら

︱
建
学
の
精
神
と
学
校
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
役
割
︱

︱
建
学
の
精
神
と
学
校
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
役
割
︱

講演

自
由
学
園

自
由
学
園  

学
園
長

学
園
長

高
橋
和
也

高
橋
和
也

第第
6565
回
学
校
代
表
者
協
議
会

回
学
校
代
表
者
協
議
会

23
年
11
月
３
・
４
日

於
・
自
由
学
園

　
「
真
理
は
あ
な
た
た
ち
を
自
由

に
す
る
。」　
本
学
園
の
名
前
は
、

こ
の
主
イ
エ
ス
の
御
言
葉
に
礎
を

置
か
れ
た
名
で
す
。
日
本
の
社
会

を
良
く
し
た
い
と
願
っ
た
羽
仁
も

と
子
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
学
園

は
、
キ
リ
ス
ト
お
一
人
を
先
生
に

し
て
真
の
人
間
教
育
を
め
ざ
し
て

き
ま
し
た
。
自
由
学
園
の
校
歌
は

「
天
地
治
ら
す
、
主
を
ば
讃
え

よ
、
御
手
に
な
り
た
る
万
の
も
の

よ
」
と
歌
い
出
し
、
２
節
は
「
見

よ
、
火
の
柱
雲
の
柱
の
、
我
ら
の

前
に
常
に
進
む
を
」
と
始
ま
り
ま

す
。
自
由
人
へ
向
か
う
出
エ
ジ
プ

ト
の
旅
路
が
思
い
浮
か
ぶ
歌
詞

で
、「
自
由
を
め
ざ
し
て
」
と
の

題
も
付
け
ら
れ
て
お
り
、
私
達
も

励
ん
で
い
こ
う
と
い
う
気
持
ち
に

さ
せ
る
校
歌
で
す
。

　
創
立
１
０
０
年
を
越
え
て
も
創

立
者
の
意
志
が
継
が
れ
、
た
た
ず

ま
い
も
保
っ
て
い
る
学
園
で
す

が
、
次
の
時
代
へ
向
か
う
転
換
期

に
立
っ
て
い
ま
す
。
改
め
て
こ
の

地
点
に
立
っ
て
主
イ
エ
ス
の
御
言

葉
を
読
み
ま
す
と
、
あ
の
御
言
葉

を
含
む
他
の
御
言
葉
も
目
に
入
っ

て
き
ま
す
。
主
は
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
た
の
で
す
。「
わ
た
し
の
言
葉

に
留
ま
る
な
ら
ば
」
と
。
誰
で
も

自
由
に
な
れ
る
わ
け
で
は
な
い
、

条
件
が
あ
る
の
で
す
。
御
言
葉
を

記
録
し
た
ヨ
ハ
ネ
は
、
十
字
架
を

目
前
に
逃
げ
去
っ
た
他
の
弟
子
達

と
は
異
な
り
、
公
生
涯
を
ず
っ
と

ご
一
緒
し
最
後
ま
で
留
ま
っ
て
い

た
弟
子
で
し
た
。
そ
の
彼
が
書
き

残
し
た
「
留
ま
る
な
ら
ば
」
と
は

重
た
い
条
件
、
今
更
な
が
ら
ド
キ

リ
と
し
ま
す
。不
安
に
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
ヨ
ハ
ネ
が
残
し
た
福

音
書
を
終
わ
り
ま
で
読
み
ま
す

と
、
最
後
・
復
活
な
さ
っ
た
主
が

繰
り
返
し
語
ら
れ
た
言
葉
も
記
さ

れ
て
い
ま
す
。「
あ
な
た
方
に
平

和
（
平
安
）
が
あ
る
よ
う
に
。」

主
は
不
安
に
怯
え
る
群
れ
に
近
づ

か
れ
、
さ
ら
に
大
切
な
務
め
へ
派

遣
す
る
締
め
く
く
り
な
の
で
す
。

福
音
書
の
最
後
は
条
件
を
満
た
し

た
弟
子
と
し
て
、
一
人
ひ
と
り

が
、
一
群
が
祝
福
さ
れ
て
い
る
の

で
す
。

　
学
校
の
真
の
創
立
者
は
私
達
を

祝
福
な
さ
る
キ
リ
ス
ト
で
す
。
大

切
な
キ
リ
ス
ト
教
教
育
の
務
め
に

派
遣
し
て
く
だ
さ
る
キ
リ
ス
ト
で

す
。
各
校
に
与
え
ら
れ
て
い
る
御

言
葉
（
ス
ク
ー
ル
モ
ッ
ト
ー
）
を

胸
に
、
転
換
期
を
越
え
次
の
時
代

へ
、
信
じ
て
歩
み
出
し
て
参
り
ま

し
ょ
う
。

―使い続け、考え続ける――使い続け、考え続ける―

変革期にこそ変革期にこそ
� アーカイブズを� アーカイブズを

講
演

自由学園資料室 主任研究員自由学園資料室 主任研究員 村上　民村上　民

「
自
由
学
園
１
０
０
年
＋
」

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

自
由
学
園
の
建
学
の
精
神　

協
議
会
初
日
ス
ナ
ッ
プ

協
議
会
初
日
ス
ナ
ッ
プ会場から初等部を臨む 自然豊かなキャンパス

開会礼拝説教
真理はあなたたちを
自由にする

ヨハネによる福音書８章31-38節

自由学園全学教諭キリスト教

後藤田典子
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⑸　
校
舎
全
体
に
流
れ
る

柔
ら
か
な
雰
囲
気
と
安
心

感
　
泣
い
て
い
る
子
や
ケ
ン

カ
を
し
て
い
る
子
ど
も
た

ち
も
も
ち
ろ
ん
時
々
は
い

ま
す
が
、
校
舎
全
体
を
流
れ

る
柔
ら
か
さ
と
安
心
感
は
、

明
ら
か
に
キ
リ
ス
ト
教
学
校

の
そ
れ
な
の
だ
と
思
い
ま

す
。

　
し
か
し
一
方
で
、
私
た
ち

の
か
か
え
る
最
も
大
き
な
課

題
は
、
児
童
数
の
確
保
と
そ

れ
に
伴
う
財
政
面
の
厳
し
さ

で
す
。

　
北
陸
唯
一
の
キ
リ
ス
ト
教

学
校
で
あ
り
そ
の
存
在
意
義

は
大
き
い
と
考
え
ま
す
が
、

地
方
は
ま
だ
「
私
学
志
向
」

が
都
会
ほ
ど
強
く
な
く
、
児

童
募
集
に
は
様
々
な
手
段
を

用
い
な
が
ら
も
苦
心
し
て
い

る
と
こ
ろ
だ
か
ら
で
す
。

　
強
ま
る
私
学
教
育
の
制
度

化
は
、
曖
昧
な
ま
ま
の
「
建

学
の
精
神
」
の
定
義
、「
精

神
」
と
「
理
念
（
理
性
概

念
）」
の
背
景
と
二
者
を
区

別
し
な
い
議
論
に
よ
り
「
こ

こ
ろ
」
の
役
割
を
む
し
ろ
露

呈
さ
せ
た
。
現
在
の
大
学
教

育
の
制
度
的
枠
組
み
の
ひ
と

つ
認
証
評
価
制
度
（
例
え
ば

大
学
基
準
協
会
）
は
、
評
価

項
目
（
10
項
目
）
の
す
べ
て

に
「
大
学
が
自
ら
掲
げ
る
理

念
・
目
的
」
を
土
台
と
す
る

「
基
準
」
を
設
け
て
い
る
。

評
価
（
技
術
）
で
理
念
に
よ

る
実
証
的
な
評
価
対
象
の
因

果
関
係
を
証
明
す
る
た
め

だ
。
し
か
し
精
神
と
そ
れ
が

持
つ
「
意
味
」、
つ
ま
り
心

の
作
用
は
科
学
的
論
理
的
な

評
価
（
技
術
）
の
対
象
に
は

な
り
え
な
い
。

　
こ
こ
で
の
評
価
（
技
術
）

と
は
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
で

あ
る
。
モ
ノ
の
品
質
管
理
過

程
で
有
効
性
が
認
め
ら
れ
た

技
術
的
手
法
だ
。
１
９
９
０

年
代
に
行
政
改
革
の
た
め
に

「
評
価
の
客
観
化
」、「
数
値

化
・
計
量
化
な
ど
合
理
的
な

評
価
手
法
」
と
し
て
導
入
さ

れ
、
２
０
０
８
年
に
大
学
に

も
採
用
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ

り
各
学
部
、
学
科
、
学
内
の

委
員
会
な
ど
大
学
は
各
所
で

不
断
に
サ
イ
ク
ル
を
回
す
こ

と
に
な
る
。

　
今
期
の
大
学
認
証
評
価
は

「
内
部
質
保
証
」
が
重
点
項

目
で
あ
る
。
全
評
価
項
目
の

「
基
準
」
に
は
合
計
で
数
百

以
上
の
根
拠
資
料
の
紐
づ
け

が
要
求
さ
れ
る
。
教
学
Ｉ
Ｒ

や
エ
ビ
デ
ン
ス
重
視
を
背
景

に
、
調
査
結
果
に
よ
る
と
評

価
業
務
量
の
増
大
に
よ
り

「
や
ら
さ
れ
感
」
を
教
職
員

の
過
半
数
が
感
じ
て
い
る
。

内
部
質
保
証
で
あ
る
は
ず
が

内
部
「
量
」
保
証
へ
変
質
し

て
い
る
。

　
経
営
面
の
教
学
ガ
バ
ナ
ン

ス
で
も
合
理
的
客
観
的
「
理

念
」
か
ら
創
出
さ
れ
た
「
適

正
な
」
基
準
体
制
の
な
か
で

キ
リ
ス
ト
教
学
校
は
人
格
教

育
、
人
間
教
育
、
礼
拝
や
宗

教
活
動
な
ど
の
独
自
の
教
育

を
行
い
つ
つ
そ
の
本
質
で
あ

る
神
、
愛
、
存
在
、
隣
人
、

共
同
体
、
人
格
、
自
律
な
ど

意
味
を
探
る
教
育
を
堅
持
し

て
き
た
。
制
度
化
は
「
理

念
」
か
ら
「
基
準
」
に
教
育

内
容
を
落
と
し
込
む
。
そ
の

作
業
過
程
で
何
が
入
り
、
何

が
落
と
さ
れ
た
の
か
。
そ
の

手
段
と
理
由
へ
の
真
剣
な
検

討
が
な
け
れ
ば
「
精
神
」
は

ス
カ
ス
カ
の
科
学
的
客
観
性

だ
け
の
教
育
に
な
り
か
ね
な

い
。
一
番
の
懸
念
は
「
建
学

の
精
神
」
の
曖
昧
な
把
握
の

ま
ま
議
論
を
す
す
め
、

心
の
項
目
が
軽
視
さ
れ

切
り
捨
て
ら
れ
る
こ
と

で
あ
る
。

　
知
識
偏
重
の
教
育
環

境
の
な
か
で
愛
、
平

和
、
希
望
、
そ
し
て
信

仰
は
キ
リ
ス
ト
教
教
育

が
持
ち
こ
た
え
て
き
た
人
を

育
て
る
「
こ
こ
ろ
」
の
テ
ー

マ
で
あ
っ
た
。
エ
ン
デ
の
童

話
『
モ
モ
』
は
示
唆
に
富

む
。
素
朴
な
日
常
生
活
か
ら

人
間
性
を
奪
う
「
時
間
ど
ろ

ぼ
う
」
が
密
か
に
支
配
し
た

の
が
ク
ロ
ノ
ス
的
時
間
の
世

界
で
あ
る
。
逆
に
「
人
の
こ

こ
ろ
」
が
生
き
る
生
活
こ
そ

が
カ
イ
ロ
ス
的
な
時
間
と
な

る
。

　
キ
リ
ス
ト
教
学
校
は
１
８

９
９
年
の
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト

と
も
い
え
る
訓
令
に
よ
り
、

な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
を

逆
説
的
に
発
見
し
た
。「
聖

書
と
礼
拝
」
で
あ
る
。
そ
こ

に
カ
イ
ロ
ス
的
な
時
間
と
精

神
の
核
と
な
る
心
の
場
所
が

あ
る
。
現
代
の
大
学
教
育
に

時
間
だ
け
で
な
く
「
心
ど
ろ

ぼ
う
」
が
暗
躍
し
て
い
な
い

だ
ろ
う
か
、
キ
リ
ス
ト
教
学

校
の
苦
難
の
歴
史
が
埃
ま
み

れ
に
な
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う

か
。

　
校
種
が
上
が
る
に
つ
れ
心

の
テ
ー
マ
は
よ
り
高
度
で
知

的
に
広
範
囲
な
領
域
へ
と
比

重
を
移
す
。
認
知
科
学
と
生

成
Ａ
Ｉ
の
研
究
は
脳
か
ら
心

の
は
た
ら
き
へ
と
領
域
を
広

げ
て
い
る
。
心
あ
る
「
建
学

の
精
神
」
を
守
り
リ
ベ
ラ
ル

ア
ー
ツ
教
育
の
意
義
を
教
職

員
が
自
覚
し
深
化
さ
せ
ね
ば

な
ら
な
い
と
思
う
。

　
学
校
説
明
会
で
各
校
が
プ

レ
ゼ
ン
す
る
ト
ピ
ッ
ク
は
、

お
そ
ら
く
現
在
の
教
育
ト
レ

ン
ド
か
ら
す
る
と
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
、
英
語
４
技
能
、
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
、探
究
、Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ

Ｍ
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
、
私

学
で
し
た
ら
当
然
取
り
組
ん

で
い
る
と
保
護
者
か
ら
は
期

待
さ
れ
る
内
容
で
し
ょ
う
。

こ
れ
ら
は
学
び
の
ツ
ー
ル
と

し
て
有
効
で
す
し
、
将
来
に

向
け
て
身
に
付
け
さ
せ
た
い

ス
キ
ル
で
す
。
た
だ
こ
の
学

び
に
よ
っ
て
ど
ん
な
人
物
を

育
成
す
る
か
ま
で
説
明
で
き

て
い
る
学
校
は
多
く
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
学
び
の
先
に
何

が
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で

す
。
私
た
ち
は
キ
リ
ス
ト
教

学
校
と
し
て
、
学
校
の
学
び

の
先
に
あ
る
こ
と
を
、
他
校

と
は
異
な
る
特
色
あ
る
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
お
い
て
、
あ
る

い
は
匂
い
と
か
香
り
と
い
う

ヒ
ド
ゥ
ン
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

お
い
て
実
現
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
コ
リ
ン
ト
の
信
徒
へ
の
手

紙
に
こ
う
あ
り
ま
す
。「
そ

れ
ゆ
え
、
信
仰
と
、
希
望

と
、
愛
、
こ
の
三
つ
は
、
い

つ
ま
で
も
残
る
。
そ
の
中
で

最
も
大
い
な
る
も
の
は
、
愛

で
あ
る
。」

　
私
た
ち
は
、
卒
業
生
の
心

に
〝
愛
〟
を
残
せ
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。
愛
あ
る
卒
業
生

を
輩
出
で
き
て
い
る
で
し
ょ

う
か
。
卒
業
生
は
自
分
を
愛

し
、
ま
た
他
者
を
愛
し
、
利

他
の
精
神
を
身
に
つ
け
て
い

る
で
し
ょ
う
か
。
受
験
に
傾

倒
し
て
い
な
か
っ
た
か
、
部

活
で
何
を
学
べ
た
の
か
、
と

気
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
私
た
ち
教
員
は
、
学
校
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
少
な
い

例
を
取
り
上
げ
、
ど
う
も
そ

れ
を
一
般
化
し
て
話
す
癖
が

あ
り
ま
す
。
様
々
な
学
校
の

説
明
を
聞
く
と
、
果
た
し
て

そ
れ
は
皆
そ
う
な
の
で
す
か

？
と
い
う
気
が
す
る
内
容
も

あ
り
ま
す
。
一
般
化
し
が
ち

で
す
。
多
く
信
仰
を
残
せ
る

学
校
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
た
だ
皆
に
当
て
は
ま
る

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ

か
ら
そ
ん
な
時
も
っ
と
も
大

い
な
る
も
の
、
愛
を
、
生
徒

の
、
卒
業
生
の
心
に
残
せ
て

い
る
か
、
と
い
う
こ
と
に
キ

リ
ス
ト
教
学
校
と
し
て
こ
だ

わ
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
考

え
ま
す
。

　
各
校
に
は
ス
ク
ー
ル
モ
ッ

ト
ー
、
建
学
の
精
神
と
い
う

も
の
が
あ
り
ま
す
。
ど
の
よ

う
な
人
材
を
育
て
、
ど
の
よ

う
に
社
会
に
貢
献
し
て
い
く

か
と
言
っ
た
学
び
の
目
的
が

端
的
に
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

独
自
の
特
色
あ
る
モ
ッ
ト
ー

を
、
学
生
・
教
職
員
が
共
有

す
る
こ
と
は
、
そ
の
学
校
で

学
ぶ
目
的
、
意
義
を
確
か
め

る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
し
、

そ
の
学
校
へ
の
帰
属
意
識
を

高
め
る
こ
と
に
も
な
る
と
思

い
ま
す
。
た
だ
卒
業
生
に
母

校
愛
だ
け
で
な
く
、
他
者

愛
、
利
他
の
精
神
が
残
せ
て

い
る
で
し
ょ
う
か
。

　
学
校
の
学
び
の
先
に
何
を

残
せ
る
か
。
キ
リ
ス
ト
教
学

校
と
し
て
そ
こ
に
こ
だ
わ
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

協
議
会
２
日
目
ス
ナ
ッ
プ

協
議
会
２
日
目
ス
ナ
ッ
プキャンパス見学教育同盟古川理事より御礼 初等部食堂での昼食

　
公
立
の
小
学
校
に
長
年
勤

務
し
て
い
た
私
は
、
ミ
ッ
シ

ョ
ン
ス
ク
ー
ル
に
足
を
踏
み

入
れ
て
、
実
は
た
く
さ
ん
の

こ
と
に
驚
き
、
喜
び
ま
し

た
。
北
陸
の
山
あ
い
に
あ
る

小
さ
な
学
校
で
す
が
、
そ
こ

で
は
毎
日
、
当
た
り
前
の
よ

う
に
「
キ
リ
ス
ト
」
が
語
ら

れ
て
い
る
の
で
す
。

⑴　
毎
日
、
全
校
で
一
緒
に

礼
拝
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と

　
全
校
児
童
１
２
８
人
が
、

毎
朝
ホ
ー
ル
で
一
緒
に
座
っ

て
神
さ
ま
の
話
を
聞
き
祈
り

賛
美
す
る
…
こ
の
当
た
り
前

の
日
常
が
本
当
に
驚
き
で
し

た
。
そ
の
大
半
が
こ
の
学
校

で
初
め
て
聖
書
を
手
に
す
る

子
ど
も
た
ち
な
の
で
す
。

⑵　
全
学
年
、
週
一
で
「
聖

書
科
」
の
授
業
が
あ
る
と
い

う
こ
と

　
教
会
学
校
の
分
級
の
よ
う

に
、「
聖
書
科
」
で
は
礼
拝

で
の
説
教
が
具
体
化
さ
れ
ま

す
。
児
童
ア
ン
ケ
ー
ト
に

は
、「
こ
の
世
界
は
神
さ
ま

に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
」
と
回

答
す
る
児
童
が
、
低
学
年
・

高
学
年
を
問
わ
ず
７
～
８
割

に
上
り
ま
し
た
。
し
か
も
そ

の
大
半
の
子
ど
も
た
ち
が
、

未
信
者
家
庭
か
ら
来
て
い
ま

す
。

⑶　
自
然
の
中
に
創
造
主
を

み
る
と
い
う
こ
と

　
公
立
学
校
で
も
自
然
と
触

れ
合
っ
た
り
探
求
し
た
り
す

る
時
間
は
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
こ
で
は
そ
の
美
し
さ
や
構

造
の
精
緻
な
し
く
み
が
、
神

さ
ま
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
こ

と
に
ま
で
言
及
で
き
ま
す
。

⑷　
各
行
事
が
礼
拝
で
始
ま

る
と
い
う
こ
と

　
入
学
式
や
卒
業
式
、
ク
リ

ス
マ
ス
や
イ
ー
ス
タ
ー
は
も

ち
ろ
ん
、
驚
く
べ
き
は
運
動

会
や
学
習
発
表
会
ま
で
が

「
ま
ず
は
礼
拝
か
ら
」
と
な

っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
公
立

で
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で

す
。

　
現
代
社
会
で
は
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
や
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ

の
概
念
が
、
早
い
展
開
を
み

せ
て
い
ま
す
。「
今
や
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
の
支
援
は
、
特
別

な
人
の
特
別
な
テ
ー
マ
で
は

な
く
な
っ
て
き
た
」
と
い
わ

れ
ま
す
が
、
実
際
、
学
校
に

は
性
別
を
男
女
に
区
別
す
る

文
化
が
根
強
く
存
在
し
ま

す
。
性
別
に
違
和
感
を
も
つ

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、

不
一
致
や
違
和
感
を
刺
激
さ

れ
る
場
で
あ
り
、
心
な
い
言

葉
で
傷
つ
け
ら
れ
た
り
す
る

と
、
学
校
は
た
ち
ま
ち
「
安

全
な
場
」
で
は
な
く
な
り
ま

す
。
現
実
を
直
視
す
る
と

き
、
慌
て
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

求
め
る
よ
う
な
表
面
的
な
対

応
は
、
本
質
的
な
支
援
か
ら

ほ
ど
遠
い
と
い
え
ま
す
。

　
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
」
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

を
列
挙
し
た
も
の
で
、
系
統

立
て
て
整
理
を
す
る
に
は

「
性
志
向
」
と
「
性
自
認
」

の
概
念
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
支
援
者
（
教
師
）
は
、

ま
ず
は
自
分
自
身
の
「
性
的

な
あ
り
方
」
を
知
り
、
内
面

化
さ
れ
て
い
る
異
性
愛
主
義

へ
の
気
づ
き
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
悪
気
の
な
い
と
こ
ろ

で
、
考
え
方
、
感
じ
方
、
発

言
が
、
平
気
で
子
ど
も
た
ち

を
傷
つ
け
て
し
ま
う
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

「
性
」
は
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
で

パ
ー
ソ
ナ
ル
な
領
域
な
の

で
、
支
援
す
る
側
も
心
が
揺

れ
て
、
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
ま
た
「
本
人
が
ま

だ
十
分
に
考
え
ら
れ
て
い
な

い
の
に
、
決
め
つ
け
て
し
ま

う
」「
学
校
側
の
事
情
で
、

急
ぎ
導
い
て
し
ま
う
」
と
い

う
こ
と
も
起
こ
り
ま
す
。

　
対
応
の
難
し
さ
に
つ
い
て

具
体
的
に
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。
ま
ず
、「
発
達
障
害
」
の

症
状
の
一
部
が
性
別
違
和
に

結
び
つ
き
や
す
い
と
い
う
点

で
す
。
過
敏
で
こ
だ
わ
り
が

強
い
傾
向
や
、
視
覚
情
報
の

取
入
れ
で
大
き
な
刺
激
を
受

け
取
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
次
に
、「
セ
ク
シ
ャ
リ
テ

ィ
と
い
う
も
の
の
流
動
性
や

不
確
実
性
」
を
、
十
分
に
理

解
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う

点
で
す
。
特
に
思
春
期
に
お

い
て
は
混
乱
が
生
じ
る
の

で
、
あ
る
時
点
の
状
況
で
決

め
て
し
ま
う
こ
と
に
無
理
が

起
こ
り
ま
す
。
ま
た
、
児
童

や
生
徒
が
「
家
族
関
係
で
大

き
な
ス
ト
レ
ス
」
を
強
い
ら

れ
た
り
、「
喪
失
体
験
」
が

影
響
し
て
い
る
場
合
に
、
生

ま
れ
持
っ
た
自
分
の
性
を
受

け
入
れ
が
た
い
と
苦
し
む
事

例
に
多
く
接
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
社
会
状
況
の
激

変
も
、
大
き
く
影
響
し
て
い

ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
ネ
ィ
テ
ィ

ブ
（
Ｚ
世
代
）
と
い
わ
れ
る

子
ど
も
た
ち
に
は
特
別
な
感

覚
が
あ
り
ま
す
。
彼
ら
は
、

人
間
が
ぶ
つ
か
り
あ
う
よ
う

な
生
々
し
い
葛
藤
は
で
き
る

だ
け
避
け
て
、
安
全
で
容
易

に
自
己
実
現
で
き
る
ス
マ
ホ

・
ネ
ッ
ト
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
世
界

の
中
で
生
き
て
い
ま
す
。

「
他
人
に
対
す
る
想
像
力
」

は
欠
如
し
、
現
実
が
虚
像
に

よ
っ
て
代
償
で
き
る
か
の
よ

う
な
「
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ

テ
ィ
の
世
界
」
で
生
き
て
い

ま
す
。
即
座
に
満
足
を
す
る

こ
と
が
当
た
り
前
の
「
ワ
ン

ク
リ
ッ
ク
心
性
」
と
い
っ
た

傾
向
も
も
ち
ま
す
。
そ
れ
を

理
解
す
る
こ
と
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
Ｑ
＋
対
応
の
一
助
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

　
教
育
が
抱
え
る
困
難
な
課

題
は
、
す
ぐ
に
答
え
が
で
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子

ど
も
た
ち
に
驚
か
さ
れ
て
、

自
分
の
考
え
の
浅
は
か
さ

や
、
い
か
に
偏
見
に
み
ち
て

い
る
か
を
思
い
知
ら
さ
れ

て
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
理
解

の
扉
は
よ
う
や
く
開
か
れ
て

い
く
の
で
す
。
子
ど
も
た
ち

と
ゆ
っ
く
り
交
流
で
き
る
時

間
、
そ
し
て
教
師
同
志
が
そ

れ
ぞ
れ
を
尊
重
し
あ
え
る
関

係
を
も
て
る
こ
と
が
、
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
対
応
の
「
要
」
に

な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
公
認
心
理
師
・
臨
床
心
理

士
、
元
関
西
学
院
高
中
部
Ｓ

Ｃ
）

学
校
代
表
者

協
議
会  

発
題
Ⅱ
要
旨

発
題
Ⅰ
要
旨（
西
南
学
院
・
伊
藤
彰
浩
氏
）は

本
紙
２
０
２
３
年
12
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い

（

）

活水学院 理事長・院長 湯口隆司

強まる制度化に抵抗する強まる制度化に抵抗する
「建学のこころ」「建学のこころ」

関
東
学
院
中
学
校
高
等
学
校 

校
長 

森
田
祐
二

卒
業
生
の
心
に

卒
業
生
の
心
に

　
　
　
〝
愛
〟を
残
せ
る
か

　
　
　
〝
愛
〟を
残
せ
る
か

くるみ心理オフィス代表 二宮一美

学校現場のLGBTQ＋対応
―臨床心理士から

グループ討議発題（校長グループ）

北陸学院小学校 校長 茶谷信一

公立から見たキリスト教学校公立から見たキリスト教学校
―その驚きと喜び――その驚きと喜び―

グループ討議（校長グループ）
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放
つ
こ
と
が
で
き
る
人
材
を

育
て
た
い
と
い
う
共
通
の
願

い
を
も
っ
て
協
議
が
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。

　
第
９
回
の
発
題
は
、
ペ
シ

ャ
ワ
ー
ル
会
Ｐ
Ｍ
Ｓ
支
援
室

室
長
お
よ
び
Ｐ
Ｍ
Ｓ
総
院
長

補
佐
と
し
て
現
地
活
動
を
支

え
て
い
る
藤
田
千
代
子
先
生

の
「
求
め
ら
れ
る
看
護
～
国

際
看
護
の
視
点
か
ら
～
」
と

題
し
た
１
時
間
15
分
余
り
の

お
話
で
し
た
。
ペ
シ
ャ
ワ
ー

ル
会
は
福
岡
市
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

で
、
発
足
し
て
40
年
に
な
る

そ
う
で
す
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
で
人
道
支
援
に
取
り
組

み
、
中
村
哲
先
生
が
銃
撃
さ

れ
亡
く
な
っ
た
あ
と
も
現
地

で
の
活
動
を
続
け
て
い
ま

す
。

　
発
題
で
は
、
現
地
の
画
像

や
報
告
に
よ
っ
て
、

想
像
を
絶
す
る
過
酷

な
環
境
に
あ
る
人
々

の
生
活
の
中
に
入
っ

て
の
活
動
の
実
際
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
13
名
ず

つ
２
グ
ル
ー
プ
で
約

45
分
間
の
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

し
た
。
発
題
を
と
お
し
て
の

国
際
看
護
学
の
ね
ら
い
や
礼

拝
の
様
子
等
を
共
有
・
情
報

交
換
し
ま
し
た
。
大
学
の
先

生
方
か
ら
は
キ
リ
ス
ト
教
を

土
台
と
し
た
学
生
へ
の
具
体

的
な
取
り
組
み
が
必
修
科
目

以
外
で
は
困
難
で
あ
る
な

か
、
チ
ャ
ペ
ル
ア
ワ
ー
、
ク

リ
ス
マ
ス
礼
拝
を
と
お
し
て

卒
業
生
の
心
に
残
っ
て
い
る

と
い
う
実
例
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
毎
朝
の
礼
拝
で

静
ま
る
な
か
、
看
護
の
力
に

つ
な
が
り
患
者
の
声
に
傾
聴

籍
す
る
生
徒
や
保
護
者

の
様
子
、自
由
登
校
日
、

神
に
愛
さ
れ
恵
み
を
与

え
ら
れ
て
い
る
生
徒
と

し
て
対
応
さ
れ
る
教
職

員
の
ご
尽
力
な
ど
を
感

銘
深
く
伺
い
ま
し
た
。

　
登
校
が
困
難
な
生
徒

の
対
応
は
、
ど
の
学
校

も
求
め
ら
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
そ
の
意
味

で
、
通
信
制
で
自
分
の

最
上
の
上
機
嫌
で
接
す
る
こ

と
、
あ
な
た
は
神
様
で
は
な

い
…
等
、
心
の
こ
も
っ
た
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ

ョ
ン
で
は
各
グ
ル
ー

プ
が
「
キ
リ
ス
ト
教

学
校
で
働
い
て
」
喜

び
を
感
じ
る
こ
と
、

強
み
、
困
っ
た
こ

と
、
悩
み
な
ど
を
ま

と
め
、
発
表
し
ま
し

た
。
互
い
の
学
校
の

情
報
を
共
有
し
つ
つ
、
キ
リ

ス
ト
教
学
校
と
し
て
大
切
に

し
て
い
る
も
の
を
再
確
認
す

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
２
日
目
の
グ
ル
ー
プ
ト
ー

ク
で
は
村
井
先
生
の
発
題
や

鍛
冶
田
千
文
先
生
（
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
学
院
高
等
学
校
）
の
助
言

を
心
に
留
め
つ
つ
、
参
加
者

同
士
が
よ
り
深
い
思
い
や
経

験
を
分
か
ち
合
う
場
と
な
り

ま
し
た
。

　
ま
と
め
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
参
加
者
一
人
ひ
と
り
が
本

研
修
で
感
じ
た
こ
と
を
発
表

し
ま
し
た
。
参
加
者
の
熱
意

が
、
眼
差
し
や
言
葉
か
ら
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
本
研
修

会
で
の
語
ら
い
、
学
び
、
気

づ
き
が
各
校
で
実
践
さ
れ
て

い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
本
研
修
会
を
通
し
て
学
校

は
異
な
り
ま
す
が
、
同
じ
く

一
人
ひ
と
り
の
生
徒
と
真
摯

に
向
き
合
う
仲
間
と
出
逢

い
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
分

か
ち
合
う
機
会
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
各
校
の
今

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

発
題
　
村
井
健
太
郎
氏

三
井
貴
子
氏
　

　イエスさまが、シモンさんの家で、食事を
とっていたときのことです。ある女性が、イ
エスさまに近寄り、自分が持ってきた石膏の
壺を「ガシャーン！」と壊したのです。その
音に、一緒に食事をしていた、誰もが驚いた
ことでしょう。さらに、その石膏に入ってい
た香油を、その女性は、イエスさまの頭に注
ぎかけたのです。部屋中に、その香油の香り
が広がります。この香油は、「ナルドの香
油」と呼ばれる、大変高価なものでした。か
つて、イスラエルでは、王が即位するとき
に、同じように香油が注がれました。また、
「救い主（キリスト）」は、「油注がれた者」
という意味でもあります。つまり、この女性
は、「人生の途上で、イエスさまに出会い、
その愛を受けて、イエスさまこそ、私の
『王』、私の『主』と確信し、この方の愛に
生きてゆきたい。」との願いと祈りに溢れ、
感謝と喜びいっぱいに、この業を、イエスさ
まに捧げたのです。
　私たちは、誰しも、私という国の王です。
それまでの彼女も、そうでした。しかし、
今、彼女は、「私という国の王は、イエスさ
まこそふさわしく、そのイエスさまの愛によ
って、私の人生を導いていただきたい。」と
願うのです。だから、彼女にとって、香油の
壺を割ることは、「それまでの自分を割るこ

と、古い自分を打ち砕くこと」でもあったの
です。つまり、この部屋に響いた、「ガシャ
ーン！」という石膏の壺が割れる音は、この
女性の「古い私」が打ち砕かれた音でもあっ
たのです。イエスさまの「本物の愛」に直接
に触れて、これまでの「古い私」が打ち砕か
れ、これからは、「イエスさまの『本物の
愛』に生きる、『新しい私』を生きてゆきた
い。」と彼女は願うのです。
　この女性に、イエスさまは告げられまし
た。「あなたは、私に『良い』ことをしてく
れた。」と。この女性がイエスさまにされた
業は、どんなに高価な「ナルドの香油」も及
ばないほど、価値があるというのです。さら
に、この業こそ、イエスさまの「十字架の備
え」であると言われました。この「良い」と
訳されている言葉は、実に「美しい」という
意味があります。つまり、この女性がイエス
さまに捧げた行為は、「神さまの目に美し
い」と訳せるのです。最近、生徒が「映（ば
え）る」という言葉を使いますが、まさに、
「聖書映え」するのです。この「聖書映えす
る『美しい』生き方」を拡散できる、私たち
でありたいものです。
� （マルコによる福音書１４章）
＊�2024年のキリスト教Q&Aは沖崎学先生に計6回をご担当
いただく予定です。

―キリスト教の理解を深めるために―

キリスト教Ｑ＆Ａキリスト教Ｑ＆Ａ

Ｑ.聖書が言う「映
ば

える」って？

沖 崎   学

金城学院高等学校
宗教主事（ ）

　
過
ぎ
た
２
０
２
３
年
の
カ

レ
ン
ダ
ー
を
剥
が
し
、
昨
年

１
年
間
の
出
来
事
に
思
い
を

馳
せ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
は
一

応
の
収
束
が
見
え
、
多
少
の

後
の
歩
み
と
、
先
生
方
の
ご

活
躍
を
心
か
ら
祈
っ
て
い
ま

す
。

�

山
本
幸
平

〈
清
教
学
園
中
学
校
・
高
等

学
校
教
諭
〉

安
心
と
ゆ
と
り
が
生
ま
れ
て

き
た
様
に
思
い
ま
す
が
、
多

事
多
難
の
年
、
戦
火
は
収
ま

ら
ず
、
悲
劇
と
困
難
が
続
い

て
い
ま
す
。
学
園
で
不
安
な

く
学
び
、
芸
術
や
ス
ポ
ー
ツ

に
取
り
組
め
る
平
和
の
尊
さ

を
実
感
し
ま
す
。

　
ま
っ
さ
ら
な
２
０
２
４
年

の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
壁
に
貼

り
、
御
心
に
叶
う
１
年
で
あ

る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。
加
盟

校
そ
れ
ぞ
れ
の
尊
い
お
働
き

に
神
様
か
ら
の
豊
か
な
お
守

り
と
導
き
が
あ
り
ま
す
様
に

祈
り
ま
す
。�

事
務
局
長

　
２
０
２
３
年
度
関
西
地
区

新
任
教
師
研
修
会
が
11
月
18

日
（
土
）
～
19
日
（
日
）
の

２
日
間
、
京
都
の
関
西
セ
ミ

ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
本
研
修
会
は
コ
ロ
ナ

禍
以
前
の
形
態
に
戻
り
、
14

名
の
ス
タ
ッ
フ
と
26
名
の
新

任
教
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

新
任
教
員
と
言
っ
て
も
新
卒

１
年
目
の
先
生
だ
け
で
な

く
、
他
校
で
教
壇
に
立
っ
て

い
た
先
生
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持

つ
方
々
が
集
ま
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
６
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
け
ら
れ
、
各
セ
ッ
シ
ョ

ン
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
発
題
で
は
村
井
健
太
郎
先

生
（
清
教
学
園
中
学
校
・
高

等
学
校
）
が
「
な
ぜ
あ
な
た

は
教
員
を
続
け
る
の
か
」
と

題
し
て
話
さ
れ
ま
し
た
。
10

年
間
、
常
に
最
前
線
で
闘
っ

て
き
た
先
輩
教
員
と
し
て
、

ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
学
べ
る

グ
レ
イ
ス
コ
ー
ス
の
説
明
は

大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

講
師
の
三
井
先
生
、
会
場
校

の
山
梨
英
和
中
学
校
・
高
等

学
校
と
ご
準
備
く
だ
さ
っ
た

方
々
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。�

髙
橋
貞
二
郎

〈
東
洋
英
和
女
学
院
　
副
院

長
〉

（
二
日
目
）
を
会
場
に
第
38

回
関
東
地
区
中
高
研
究
集
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者

は
16
名
。
テ
ー
マ
は
「No�

on
e �w

ill �be �left �
behind  

～
神
様
か
ら
愛

さ
れ
る
存
在
と
し
て
グ
レ
イ

ス
コ
ー
ス
で
学
ぶ
～
」
で
、

今
年
度
か
ら
始
め
ら
れ
た
女

子
の
た
め
の
「
山
梨
英
和
高

等
学
校
通
信
制
課
程
グ
レ
イ

ス
コ
ー
ス
」
に
つ
い
て
学

び
、
研
修
の
ひ
と
時
を
持
ち

ま
し
た
。

　
一
日
目
、
伊
藤
多
香
子
先

生
（
関
東
学
院
六
浦
中
学
校

・
高
等
学
校
宗
教
主
任
）
に

よ
る
開
会
礼
拝
後
、
講
師
の

三
井
貴
子
先
生
（
山
梨
英
和

中
学
校
・
高
等
学
校
校
長
）

よ
り
、
な
ぜ
通
信
制
課
程
グ

レ
イ
ス
コ
ー
ス
を
開
設
す
る

決
意
に
い
た
っ
た
か
を
伺

い
、
経
緯
、
基
本
理
念
は
全

日
制
と
同
一
、
特
色
あ
る
学

び
、
選
べ
る
ス
ク
ー
リ
ン

グ
、
進
路
と
い
う
順
番
に
ご

説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
二
日
目
は
、
山
梨
英
和
中

学
校
・
高
等
学
校
を
訪
問
し

全
日
制
で
学
ぶ
生
徒
と
共
に

礼
拝
を
守
っ
た
後
、
グ
レ
イ

ス
コ
ー
ス
の
校
舎
を
見
学
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
参
加
者

と
三
井
貴
子
先
生
、
糟
谷
理

恵
子
先
生（
通
信
制
部
長
）、

若
尾
真
由
美
先
生
（
山
梨
英

和
中
学
校・高
等
学
校
教
頭
）

と
の
懇
談
・
意
見
交
換
の
時

間
を
持
ち
ま
し
た
。
懇
談
で

は
、
三
人
の
先
生
方
か
ら
在

　
11
月
15
日
（
水
）
～
16
日

（
木
）、
シ
ャ
ト
レ
ー
ゼ
ホ

テ
ル
石
和
（
一
日
目
）
と
山

梨
英
和
中
学
校
・
高
等
学
校

す
る
、
看
取
り
の
場
面
で
患

者
の
た
め
祈
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
が
根
付
い
て
い
る
学

校
の
例
が
出
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　
次
年
度
は
活
水
女
子
大
学

で
11
月
９
日
（
土
）
に
開
催

さ
れ
る
予
定
で
す
。

�
山
口
晶
久

〈
折
尾
愛
真
高
等
学
校
教

頭
、
キ
リ
ス
ト
教
看
護
教
育

推
進
会
議
実
行
委
員
長
〉　

　
第
９
回
キ
リ
ス
ト
教
看
護

教
育
推
進
会
議
が
去
る
11
月

11
日
（
土
）
13
時
よ
り
折
尾

愛
真
高
等
学
校
担
当
の
も

と
、
北
九
州
市
の
「
ホ
テ
ル

ク
ラ
ウ
ン
パ
レ
ス
小
倉
」
に

お
い
て
、
参
加
者
32
名
で
開

会
礼
拝
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
本
会
議
は
コ
ロ
ナ
禍
の

た
め
６
回
目
は
休
止
、
７
、

８
回
目
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
そ

れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
本
年
度
は
対
面
で
開
催

し
ま
し
た
。

　
こ
の
会
議
の
目
的
は
、
キ

リ
ス
ト
教
学
校
で
は
な
い
看

護
教
育
と
キ
リ
ス
ト
教
学
校

に
お
け
る
看
護
教
育
と
に
違

い
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
、
あ

る
と
し
た
ら
そ
れ
は
何
か
と

い
う
こ
と
を
協
議
す
る
こ
と

で
す
。
学
生
た
ち
が
卒
業

後
、
多
く
は
医
療
職
と
し
て

保
健
師
、
助
産
師
、
看
護

師
、
養
護
教
諭
、
教
育
者
、

研
究
者
と
し
て
、
ま
た
、
職

場
も
病
院
を
は
じ
め
種
々
の

施
設
で
キ
リ
ス
ト
の
香
り
を

第９回第９回
キリスト教キリスト教

看護教育推進会議看護教育推進会議

関東地区

第38回地区
中高研究集会
〜No one will be left behind〜

関西地区

新任教師
研修会

発
題
　
藤
田
千
代
子
氏

山梨英和中高の礼拝


